

































































(-4)×(+2)=  -8 
(-4)×(+1)= -4 
(-4)× (0)=  0 
(-4)×(-1)=  +4 






































































































































































 ２×  ３ ＝ ６ 
２×  ２ ＝ ４ 
２×  １ ＝ ２ 












































































































































































































































































































































  4×3 = 4×(2+1) 
     = 4×2＋4×1 






  4×3 = 4×(4－1) 
     = 4×{4+(－1)} 
     = 4×4+4×(－1) 
     = 12+4×(－1)  
→ 4×(－1) = －4 
図5.4 合成量的アプローチ③ 
B. 引き算を用いて合成量を示す。 
  4×3 = 4×(4－1) 
C. Bの式を面積を用いて計算する。 
  4×3 = 4×4－4×1 
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